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アンスリウムのはなし 2021.07.06 
サトイモ科アンスリウム属の総称。熱帯アメリカ原産のトロピカルな雰囲気満載の観葉植

物で、600 種類ほどあるといわれています。大きなハート型の赤やピンクの部分が特徴

で、仏炎苞（ぶつえんほう）と呼ばれる葉が変形したものです。真ん中から飛び出してい

る部分が肉穂花序（にくすいかじょ）といい、小さな花が集まっています。名前の由来

は、ギリシャ語で花を意味するアンサスと尻尾を意味するオウラが合わさったものだそう

です。1889 年にハワイに持ち込まれ、気候が栽培に適していたこともあって様々な品種

改良が行われました。日系人の多くがその仕事に携わっていたようです。日本に来たのは

1950 年代、切花にしても長持ちするため、生け花の花材としても流行し定着しました。

花言葉に、「恋にもだえる心」や「情熱」といった意味があり、ハワイではバレンタイン

デーに贈る花として人気があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


